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T h e  S u s t a i n a b l e  C i t y   その先へその先へ ””
45周年に向けた

中長期ビジョン
2008 年 8 月 18 日  通常

総会採択

４５周年に向けて

あらゆる“異”がつながる、
そこに心が通じる、
そんなとき吹田は、

持続可能性のあるまちの、
その先の社会を感じ始めるの

だと信じています。

異国の人が、つながる 

イデオロギーの違う人が、つながる 

人と自然が、つながる 

CSR とまちづくりが、つながる

青年とまちが、つながる

世代の違う人が、つながる 世代間交流事業の実施

国際事業の実施

選挙公開討論会の実施

環境事業の実施

LOOP 経済システムの実施

会員拡大の実施

公益法人宣言文 2007 年 8 月 23 日  通常総会採択

我々の社会は様々な団体と社会的･経済的･政治的関係を持ち､家族から国家に至るまで大小さまざま
な目的を異にする団体が存在し､それぞれが社会生活上独立の地位を占め､独自の社会的活動を営んで
いる｡吹田においても明るい豊かな社会創造･実現を目的に､志同じくする青年が相集い組織的に結合
した人の団体として 1970 年 8 月 22 日吹田青年会議所を創立し､吹田の地に J C 運動の火が灯った｡
吹田青年会議所の団体組織としては､創立以来人格なき社団として単なる人の団体としていたものを､
法律により法的人格を認められ､権利義務の主体者として扱われる法人格取得を目指し､ 1984年12月
その活動趣旨から民法による公益法人を選択し社団法人格を取得している｡
2006 年公益法人の抜本改革法案が可決され､公益法人制度が 1 世紀ぶりに改革される中､社団法人と
いう公益法人を選択した吹田青年会議所は新しい制度での団体組織のあり方について決断しなければ
ならない。吹田における青年会議所運動は､国の法制度が変わってもその本質･方向性は変わらないし
変えるべきでない。社団法人格をもつ我々吹田青年会議所は､制度改革が施行されようとも､動じるこ
となく､公益法人としての自覚を再確認し､吹田の明るい豊かな社会実現のため､地域においてリー
ダーシップを発揮した青年会議所運動に邁進していかなければならない｡
社団法人吹田青年会議所を構成する我々 Jaycee は､社会的･国家的･国際的な責任を自覚し､志を同じ
うするもの相集い力を合せ､青年としての英知と勇気と情熱を持って､吹田の明るい豊かな社会を築き
上げることを改めて誓うとともに､新たな公益法人制度において次の宣言を採択する｡

2008年施行予定の新公益法人制度において､2008年施行予定の新公益法人制度において､

公益社団法人格の申請を宣言する｡公益社団法人格の申請を宣言する｡

宣言

2008年施行予定の新公益法人制度において､

公益社団法人格の申請を宣言する｡

45 周年に向けて 3245 周年に向けて33








	表紙.pdf
	陦ｨ邏吶・陬剰｡ｨ邏・pdf.pdf

	逶ｮ谺｡・亥承・・421
	逶ｮ谺｡・亥ｷｦ・・421ol
	2-30422
	4-50422
	6-70422
	8-90424
	10-110422
	12-130422
	14-150422
	16-170422
	18-190422
	20-210422
	22-230422
	24-250422
	26-270422
	28-290422
	30-310422
	32-330422
	34-350422
	38-390424
	裏表紙
	陦ｨ邏吶・陬剰｡ｨ邏・pdf.pdf


